
　
2026年３月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2026年２月13日

上場会社名 はごろもフーズ株式会社 上場取引所  東

コード番号 2831 ＵＲＬ  https://www.hagoromofoods.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）後藤　佐恵子

問合せ先責任者 （役職名）
取締役　経営企画本部長　兼　
企画部長　兼　SDGs担当

（氏名）越野　勉 ＴＥＬ  054-288-5200

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 58,692 0.7 3,320 4.5 3,966 5.4 2,817 2.1

2025年３月期第３四半期 58,281 2.3 3,176 44.2 3,762 41.8 2,760 35.8

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 6,358百万円（202.0％） 2025年３月期第３四半期 2,105百万円（△46.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 299.45 －

2025年３月期第３四半期 293.37 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 79,378 47,132 59.4 5,008.47

2025年３月期 68,733 41,385 60.2 4,397.80

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 47,132百万円 2025年３月期 41,385百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00

2026年３月期 － 35.00 －

2026年３月期
（予想）

35.00 70.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,300 2.2 2,800 △1.7 3,400 0.0 2,300 △6.5 244.41

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2025年３月期中間配当金の内訳：普通配当25円00銭 記念配当５円00銭

2026年３月期中間配当金の内訳：普通配当30円00銭 記念配当５円00銭

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 10,325,365株 2025年３月期 10,325,365株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 914,804株 2025年３月期 914,804株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 9,410,561株 2025年３月期３Ｑ 9,410,561株

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提にもとづいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり、業績の進捗に応じ予想を修正することがありま

す。
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製品群
前年同期 当第３四半期 増減

金額 構成比 金額 構成比 金額 率

製

品

家

庭

用

食

品

 ツナ等 26,705,414 45.8 27,677,255 47.2 971,841 3.6

 デザート 4,313,658 7.4 4,098,263 7.0 △215,395 △5.0

 パスタ＆ソース 4,833,078 8.3 4,951,066 8.4 117,987 2.4

 総菜 5,386,174 9.2 5,443,266 9.3 57,091 1.1

 削りぶし・のり・ふりかけ類 2,863,629 4.9 2,896,334 4.9 32,705 1.1

 ギフト・その他食品 2,433,888 4.2 2,583,617 4.4 149,729 6.2

計 46,535,844 79.8 47,649,804 81.2 1,113,959 2.4

 業務用食品 9,840,795 16.9 9,170,282 15.6 △670,513 △6.8

 ペットフード・バイオ他 1,629,256 2.8 1,614,191 2.8 △15,064 △0.9

計 58,005,897 99.5 58,434,278 99.6 428,381 0.7

 その他 275,128 0.5 258,070 0.4 △17,057 △6.2

合  計 58,281,025 100.0 58,692,348 100.0 411,323 0.7

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善等により緩やかな回復の動きが見られ

ましたが、為替相場の変動や継続する物価上昇による消費停滞の懸念等により、先行きは依然不透明な状態が続き

ました。

食品業界においては、物価上昇によりお客様の生活防衛意識が高まり節約志向が強まる中で、高付加価値商品と

値ごろ感のある商品との消費の二極化がより顕著になり販売競争が激化する等、厳しい経営環境が続きました。

このような中、当社グループは、中期経営計画「Challenge ＆ Change for 100th！ ～もっとおいしく、もっと

便利に、もっと優しく、そしてもっと元気に！～」の優先課題である製品ブランドの価値向上のため、健康志向や

簡便性・利便性といった機能を追求した製品の販売と新製品の開発に注力しました。あわせて、主力のシーチキン

においては、「シーチキンで今日をおいしく」をテーマに、毎日の食事を特別なものにするシーチキンと野菜の組

み合わせに着目したサラダやサンドイッチ、ディップメニューを紹介する新テレビコマーシャルと連携した売り場

やメニュー提案により、さらなる製品の需要喚起とブランド価値の訴求に努めました。そのほかのカテゴリーにお

いても、テレビコマーシャルや動画配信と連動した販売促進活動を実施し、ブランド認知の拡大に努めました。

一方で主原材料や容器包装資材、物流費等の値上がりにより製造コストが上昇したことから、一部の製品におい

て価格改定を実施しました。

この結果、家庭用食品の販売は、価格改定による買い控え等の影響はありましたが、新価格の定着と機能性を追

求したパウチタイプの製品や、明確な製品コンセプトを打ち出した製品がお客様に支持されたこと等により増加し

ました。業務用食品の販売は、コンビニエンスストアおよび給食向けが減少し、当第３四半期連結累計期間の売上

高は586億92百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

利益面では、売上総利益および広告宣伝費の増加と販売奨励金の減少等により、営業利益は33億20百万円（同

4.5％増）、受取配当金等が増加したことにより、経常利益は39億66百万円（同5.4％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は28億17百万円（同2.1％増）となりました。

なお、当社グループは、食品事業およびこの付帯事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の開示は行

っていませんが、製品群別の販売動向は以下のとおりです。

表：製品群別売上高（連結）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

「ツナ等」では、主力の油漬缶詰が好調で、さらに開けやすく後片付けが簡単なパウチタイプの「シーチキン

Smile」シリーズが伸長し、売上高は前年同期比3.6％増加しました。

「デザート」では、ぜんざい・おしるこ類が伸長しましたが、主力の「朝からフルーツ」シリーズやその他フル

ーツパウチが低調で、売上高は同5.0％減少しました。

「パスタ＆ソース」では、ソースは主力の缶詰が低調でしたが、パスタは主力の結束タイプのスパゲッティ「ポ

ポロスパ」とマカロニ類が好調で、売上高は同2.4％増加しました。

「総菜」では、主力の「シャキッと！コーン」缶詰は低調でしたが、パウチタイプの「シャキッと！コーン」や

さば・さんま・いわし調理品、さらに料理素材の「Home Cooking」パウチシリーズが伸長し、売上高は同1.1％増
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加しました。

「削りぶし・のり・ふりかけ類」では、削りぶしと味付けのりは低調でしたが、かつおパックが好調で、さらに

きざみのりが堅調でした。ふりかけ類では、「のり弁慶ふりかけ」や「天下無添ふりかけ」シリーズが伸長し、売

上高は同1.1％増加しました。

「ギフト・その他食品」では、シーチキンや乾物ギフトは低調でしたが、電子レンジで簡単に調理可能な包装米

飯「パパッとライス」が堅調で、売上高は同6.2％増加しました。

「業務用食品」では、コンビニエンスストアや給食向け販売が低調で、売上高は同6.8％減少しました。

「ペットフード・バイオ他」では、スティックタイプの愛猫用おやつ「無一物舌福」シリーズをはじめとするペ

ットフードが伸長しましたが、バイオ製品が低調で、売上高は同0.9％減少しました。

（２）当四半期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の内容

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より106億44百万円増加して、793億78百万円とな

りました。これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産が29億53百万円、商品及び製品が14億73百万円、原材料及

び貯蔵品が４億84百万円それぞれ減少したものの、電子記録債権が59億４百万円、投資有価証券が52億53百万円、

現金及び預金が26億34百万円、有形固定資産のその他（純額）が17億13百万円それぞれ増加したことによるもので

す。

　負債合計は、前連結会計年度末より48億97百万円増加して、322億45百万円となりました。これは主に、未払金

が24億３百万円減少したものの、流動負債のその他が30億38百万円、長期借入金が20億12百万円、固定負債のその

他が16億26百万円、支払手形及び買掛金が６億81百万円それぞれ増加したことによるものです。

　純資産合計は、前連結会計年度末より57億46百万円増加して、471億32百万円となりました。これは主に、為替

換算調整勘定が１億45百万円減少したものの、その他有価証券評価差額金が36億85百万円、利益剰余金が22億６百

万円増加したことによるものです。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の60.2％から59.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期連結業績予想については、原材料やエネルギー価格および為替相場の動向が不透明のため、

2025年５月13日の発表から変更しません。連結業績予想を修正する場合には、直ちに開示します。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,484,961 4,119,782

受取手形、売掛金及び契約資産 16,488,646 13,535,257

電子記録債権 2,596,676 8,501,352

商品及び製品 11,109,731 9,636,648

仕掛品 61,384 58,587

原材料及び貯蔵品 4,021,821 3,537,235

その他 1,806,912 1,786,783

流動資産合計 37,570,133 41,175,648

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,659,987 6,439,444

土地 3,047,659 3,040,162

その他（純額） 3,366,577 5,079,810

有形固定資産合計 13,074,223 14,559,417

無形固定資産 496,082 795,408

投資その他の資産

投資有価証券 14,759,622 20,012,725

退職給付に係る資産 2,367,341 2,379,438

その他 469,591 458,838

貸倒引当金 △3,250 △3,159

投資その他の資産合計 17,593,304 22,847,843

固定資産合計 31,163,611 38,202,669

資産合計 68,733,744 79,378,317

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,910,113 12,591,558

１年内返済予定の長期借入金 643,154 789,724

未払金 5,784,162 3,380,308

未払法人税等 797,772 708,621

賞与引当金 378,108 190,828

その他 711,946 3,750,423

流動負債合計 20,225,257 21,411,465

固定負債

長期借入金 2,506,655 4,519,067

役員退職慰労引当金 805,193 876,389

退職給付に係る負債 17,369 18,823

その他 3,793,489 5,420,026

固定負債合計 7,122,706 10,834,307

負債合計 27,347,964 32,245,772

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,441,669 1,441,669

資本剰余金 942,527 942,527

利益剰余金 32,061,394 34,267,664

自己株式 △2,163,292 △2,163,292

株主資本合計 32,282,299 34,488,569

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,279,741 10,964,944

繰延ヘッジ損益 △58,807 17,606

為替換算調整勘定 582,438 437,416

退職給付に係る調整累計額 1,300,108 1,224,007

その他の包括利益累計額合計 9,103,480 12,643,974

純資産合計 41,385,780 47,132,544

負債純資産合計 68,733,744 79,378,317
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 58,281,025 58,692,348

売上原価 45,645,756 45,799,735

売上総利益 12,635,268 12,892,613

販売費及び一般管理費 9,458,592 9,571,748

営業利益 3,176,675 3,320,865

営業外収益

受取利息 23 145

受取配当金 341,698 446,931

持分法による投資利益 197,518 162,810

仕入割引 28,844 33,350

賃貸料収入 47,651 49,299

その他 26,054 18,374

営業外収益合計 641,790 710,912

営業外費用

支払利息 13,060 23,851

賃貸収入原価 25,756 26,061

その他 16,758 15,027

営業外費用合計 55,574 64,940

経常利益 3,762,891 3,966,838

特別利益

固定資産売却益 2,409 995

投資有価証券売却益 7,112 32,982

補助金収入 64,701 9,357

受取補償金 23,500 －

特別利益合計 97,723 43,335

特別損失

貸倒引当金繰入額 45 －

固定資産除却損 9,014 4,141

特別損失合計 9,060 4,141

税金等調整前四半期純利益 3,851,554 4,006,031

法人税等 1,090,786 1,188,074

四半期純利益 2,760,767 2,817,956

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,760,767 2,817,956

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 2,760,767 2,817,956

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △613,352 3,685,203

繰延ヘッジ損益 △3,525 76,413

退職給付に係る調整額 △45,891 △69,753

持分法適用会社に対する持分相当額 7,622 △151,370

その他の包括利益合計 △655,146 3,540,494

四半期包括利益 2,105,621 6,358,451

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,105,621 6,358,451

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　（税金費用の計算）

　税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しています。ただし、見積

実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しています。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、食品事業およびこの付帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間

（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

　減価償却費 　       1,056,405千円 　       1,029,353千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。
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前年同期 当第３四半期
前年同期比

前年同期比増減要因等
金額 率

売 上 高

 販売函数             ＋127千函   ＋0.9％

 製品群別売上高

・ツナ等            ＋971百万円   ＋3.6％

・デザート          △215         △5.0

・パスタ＆ソース    ＋117         ＋2.4

100.0 100.0 ・総菜               ＋57         ＋1.1

58,281 58,692 411 100.7 ・削りぶし・のり・

  ふりかけ類         ＋32         ＋1.1

・ギフト・

  その他食品        ＋149         ＋6.2

・業務用食品        △670         △6.8

・ペットフード・

  バイオ他           △15         △0.9

売 上 原 価
78.3 78.0 ・売上原価率        △0.3ポイント

45,645 45,799 153 100.3

売 上 総 利 益
21.7 22.0

12,635 12,892 257 102.0

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費

16.2 16.3 ・販売奨励金        △134百万円   △8.7％

9,458 9,571 113 101.2 ・広告宣伝費        ＋186        ＋19.4

・荷造運賃・保管料    ＋5         ＋0.2

営 業 利 益
5.5 5.7

3,176 3,320 144 104.5

営 業 外 損 益
1.0 1.1 ・受取配当金          ＋105百万円

586 645 59 110.2 ・持分法による投資利益 △34

経 常 利 益
6.5 6.8

3,762 3,966 203 105.4

特 別 損 益
0.1 0.0

88 39 △49 44.2 ・補助金収入           △55百万円

税金等調整前
四半期純利益

6.6 6.8

3,851 4,006 154 104.0

法 人 税 等
1.9 2.0

1,090 1,188 97 108.9

親 会 社 株 主 に
帰 属 す る
四 半 期 純 利 益

4.7 4.8

2,760 2,817 57 102.1

設 備 投 資 額 455 2,886 2,431 634.0 無形固定資産含む

減 価 償 却 費 1,056 1,029 △27 97.4 無形固定資産含む

３．2026年３月期第３四半期決算短信（連結）補足説明

（１）売上高・利益の増減要因等

（単位：百万円、％）

前年同期 当第３四半期 増減額 前年同期比

販売奨励金 1,541 1,407 △134 91.3

広告宣伝費 963 1,150 186 119.4

荷造運賃・保管料 2,613 2,618 5 100.2

給料・賞与（引当金繰入額含む） 1,444 1,411 △32 97.7

退職給付費用 58 20 △37 35.6

研究開発費 246 244 △2 99.1

その他 2,590 2,718 128 104.9

合計 9,458 9,571 113 101.2

（２）販売費及び一般管理費の内訳

　（単位：百万円、％）
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月12日

はごろもフーズ株式会社

取締役会　御中

ふじみ監査法人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 渡辺　　篤

指定社員
業務執行社員

公認会計士 箕輪　光紘

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているはごろもフーズ株式会社の2025年４月１日から2026年

３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期連結

累計期間（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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